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福岡市動物園（福岡県福岡市）
実習期間：平成 26 年度 7 月 29 日～ 8 月 3 日
薬学部　動物生命薬科学科
伊藤　達彦
私は、7 月 29 日（火）から 8 月 3 日（日）の 6 日間、福岡市動物園での館園実習に参加した。本
年度の実習生は私も含め 6 名（男 3・女 3）での参加だった。実習内容は飼育実習と最終日に発表するテー
マ研究の調査などであった。下記の表は詳しい実習内容である。
初日のオリエンテーションでは管理
事務所の会議室にて、企画運営主査か
ら実習の概要等の説明を受けた。その
後プリントで園長から環境エンリッチ
メントと再整備事業について、また、
博物館における指定管理者制度の活用
方法についてなどの説明を受けた。
さらにその後、飼育展示係長から動
物園の概要・飼育動物についての説明
を受け、実習生へのテーマ研究が与え
られた。テーマ研究は実習期間中に学んだことを活かし、実習生が企画したことを最終日に発表する
というものである。
あらかじめ飼育展示係長からいくつかテーマ課題を与えられた。提示されたのは、①市民の方にも
う一度来てもらうためにはどうしたらよいか、②繁殖が困難となっていることを解決するためにはど
うすればよいのか、③①②以外で実習中に見つけた問題点について、であった。今回のテーマ発表は
グループをつくって行うものであったが、他の実習生と研究テーマ内容について相違があり、私個人
と 2 組のグループと、私が単独で行う合計 3 つのグループでの発表となった。テーマはいずれも①の「市
民の方にもう一度来てもらうためにはどうしたらよいか」、についてとなった。
飼育等実習では実習生全員が異なる動物を担当し固定化されていた。私の場合は大型インコ舎とキ
リン舎、そして域外保全として飼育されている新・旧ツシマヤマネコ舎の全４舎を担当動物の飼育員
の方の指導の下、獣舎の清掃、餌やり、体調管理のための観察などの飼育補佐を行った。１日の大ま
かな流れとしては大型インコ舎にて残っている餌や落ち葉などを掃いた後に、水洗をし、餌は掃除を
終えたあとに切り分けて、餌やりを行い、キリン舎へ移動。キリン舎では獣舎からキリンを出した後
に獣舎の清掃を行った。休憩とテーマ研究の時間を挟み、キリン舎でキリンを獣舎に戻し、展示場の
掃除、餌やりと次の日の餌の用意をし、ツシマヤマネコ舎では餌の切り分けと展示場の清掃ツシマテ
ンの展示場の清掃を行うといった作業を 30 日から 3 日の午前中まで行った。
この実習を行ったことによりどのように展示を行うことで来園者の方が興味を惹かれ、正確な情報
を提供できるのかなどということを飼育員の方から話を伺ったり、他の実習生との意見交換をしたり
とこれからの動物園について知ることができた。また、テーマ研究でほかの実習生と意見交換を行っ
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たことで、自分と違う視点から研究課題を行っていたため、自分の視野を広げることができたことは
とても貴重な体験だった。実習で学んだことを大切にし、今後の生活に活かしていきたい。
ツシマヤマネコの餌用肉を切り分ける
6
